
　
私
が
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
た
の
は
平
成

二
十
年
で
す
。
平
田
赤
ネ
ギ
の
仕
事
は
、

前
組
合
長
の
後
藤
さ
ん
の
縁
で
六
年
前
か

ら
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
仕
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
鋏
で
根
と
葉

を
カ
ッ
ト
す
る
作
業
で
、
根
は
切
り
過
ぎ
、

切
り
残
し
の
な
い
よ
う
に
、
葉
は
隣
の
葉

を
傷
め
な
い
よ
う
に
慎
重
に
行
い
ま
す
。

作
業
ラ
イ
ン
で
は
、
互
い
に
異
物
、
泥
や

ヒ
ル
な
ど
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
、
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
仲
良
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
名
前
の
由
来
で

も
あ
る
平
田
赤
ネ
ギ
の
赤
は
と
て
も
綺
麗

で
、
し
か
も
毎
日
ネ
ギ
に
触
れ
て
い
る
の

で
手
は
ス
ベ
ス
ベ
、
思
わ
ぬ
効
能
に
楽
し

く
な
り
ま
す
。

　
私
は
ネ
ギ
が
好
物
で
、
長
ネ
ギ
で
も
、

赤
ネ
ギ
で
も
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
。
赤
ネ

ギ
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
生
は
す

ご
く
辛
い
の
で
す
が
、
煮
た
り
焼
い
た
り

調
理
す
る
と
一
転
甘
く
お
い
し
く
な
り
ま

す
。
ま
だ
の
方
は
是
非
お
試
し
下
さ
い
。

　
寒
さ
の
時
期
の
収
穫
作
業
は
手
先
が
冷

た
い
の
で
す
が
、
慣
れ
て
来
る
と
楽
し
い

で
す
。
嬉
し
い
こ
と
に
赤
ネ
ギ
に
携
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
ツ
ン
と
来
る
薬
効

成
分
ア
リ
シ
ン
の
効
果
で
風
邪
を
ひ
き
に

く
く
な
り
ま
し
た
。

赤
ネ
ギ
と
と
も
に

横
代
　
佐
々
木
　
幸
雄

慎重に…
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
そ

の
知
識
と
経
験
を
活
か
し
た
就

業
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
衷
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
当
地
方
で
は
八
月
、

九
月
と
天
候
不
順
に
よ
り
受
託

事
業
に
お
い
て
、
些
少
の
影
響

を
受
け
ま
し
た
が
、
全
国
的
に

は
清
水
寺
の
森
清せ
い

範は
ん

貫か
ん

主す

が
揮き

毫ご
う

し
た「
今
年
の
漢
字
」に「
災
」

が
選
ば
れ
た
と
お
り
、
日
本
各

地
で
大
災
害
が
発
生
し
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
し
た
い
と
こ
ろ
で

理事長ごあいさつ

理
事
長
　
伊
　
藤
　
興
　
彌

生
涯
現
役
で
い
ら
れ
る
社
会
で
あ
り
た
い

あ
り
ま
す
。

　
近
年
「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
全
員
が
長
生
き
す
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
七
割
の
方
が
年
と

と
も
に
体
が
弱
り
、
二
割
の
方
が
早
め
に

体
を
壊
し
、
残
り
の
一
割
は
年
を
取
っ
て

も
「
元
気
な
人
」
で
い
ら
れ
る
。
第
二
の

人
生
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
と
し
て
、
社
会
と

つ
な
が
っ
て
い
る
事
が
大
事
で
す
。
適
度

な
緊
張
感
を
持
ち
、
ワ
ク
ワ
ク
感
を
持
ち

続
け
、
生
涯
現
役
で
い
ら
れ
る
社
会
で
い

た
い
。
若
い
頃
の
よ
う
に
ば
り
ば
り
仕
事

は
出
来
な
く
て
も
、
一
般
の
家
庭
で
あ
れ

ば
、
月
数
万
円
稼
ぐ
程
度
で
も
平
均
寿
命

ま
で
は
普
通
の
生
活
を
続
け
る
事
が
出
来

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者
に

は
仕
事
を
通
し
て
役
に
立
っ
て
い
る
と
い

う
実
感
を
持
ち
続
け
る
事
が
一
番
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績
は
、

受
託
事
業
及
び
派
遣
事
業
で
前
年
同
月
比

プ
ラ
ス
で
推
移
し
て
お
り
、
会
員
数
で
は

前
年
度
末
比
プ
ラ
ス
、
事
故
件
数
に
お
い

て
は
一
件
の
み
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
平

成
二
十
三
年
度
以
降
初
め
て
の
事
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
関
係
機
関
の
ご
指
導

及
び
会
員
、
役
職
員
の
努
力
の
賜
物
で
あ

り
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

Ｑ1 就業している方は、
　　　　　仕事の内容
Ｑ2 私のこだわり　　　
　　（趣味、健康法など）
Ｑ3 今年（亥年）の抱負

テーマは次の通りです	

亥年生まれのこだわり

相蘇 芳雄（北千日町）

１庭木剪定、機械除草
２三味線、温泉めぐり
３マイペースで作業する

渡會　 正（上安町）

１民間企業

２生活にメリハリがつく

仕事があれば

３健康第一、新しい趣味

にチャレンジ

馬場 孝彦（東泉町）

１庄内夕日の丘オートキ
ャンプ場管理人

２衰えは足から、日々筋
トレ、ストレッチ

３猪
ちょ

っといい感じになり
ますように

渡部 俊二（入船町）

１農業全般、アメシロ
２下半身のストレッチ、

テニス
３孫と仕事を楽しむ年に

干支 イノシシ
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亥年生まれのこだわり齋藤 安正（緑ケ丘）

１駐車場整理、展示入替
え作業

２クロスワード、ラジオ
体操第一

３健康に注意、ラジオ体
操第二

佐藤 春子（地見興屋）

１施設の受付、清掃管理

業務

２特にないが、仕事はき

ちんと

３「元気○印」

土田 幸治（生石）

１種まき、田植え
２登山、ウオーキング、

そして温泉
３日本百名山82座登頂、

今年は体と相談

池田 幸夫（住吉町）

１浜田清亀園の庭園清掃

２カラオケ、家庭菜園

３いつまでも健康で働き

たい

樋渡 和男（中野俣）

１特別養護老人ホーム寿
康園

２民謡会参加、尺八伴奏、
唄

３自分自身の思考を拡げ
たい

菅原 文子（亀ケ崎）

１学校、会社の清掃

２お客さんに喜んでもら

いたい

３もう少し働きたい

五十嵐 慶一（丸沼）

１剪定、樹木の伐採

２お客さんの喜ぶ顔とそ

の後の晩酌

３突き進む性格を改め、

立ち止まること

齋藤 智恵子（高見台）

１学童保育補助
２山菜採りと温泉、グラ

ウンドゴルフ
３今出来ることを後に残

さずやり遂げる

堀　 道雄（麓）

１草刈、農作業、雪囲い

２そば打ち、将棋

３健康で働くこと

石黒 林蔵（北新橋）

１土木課公園緑地飯森山
班

２ウオーキング、時々映
画のエキストラ

３健康に笑顔で過ごす

五十嵐 久（上安町）

１刈屋梨授粉、交通量調

査

２書道、写真

３力まずそのまま受け止

めたい

長堀 麗仁（山元）

１旧阿部家管理人
２ 毎 日12000歩、 牛 乳

300cc、酪農補助
３家族の健康と家業の発

展を念じている

　戦後の何もない時期に生を受け、団塊世代の先頭を走り、猪突猛進
で高度成長時代を牽引して来た世代に、また亥年が巡って来ました。
そんな彼らにご寄稿をお願いしました。蛇足ですが、掲載された方々
は、くじ引きで選ばれた強運の持ち主？です。

和田 善一（大町）

１施設管理
２風邪予防にあご、喉仏

のマッサージ
３日々淡々と精進、次の

亥年を目指して
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平
成
三
十
年
度
の
地
域
懇
談
会
が
、
十

月
二
十
四
日
の
松
山
地
区
を
皮
切
り
に
開

催
さ
れ
、
合
計
八
回
（
会
場
）
一
三
二
名

の
会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
旧

支
所
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
八
幡
支
部
の
屋
外
清
掃
作
業
（
八

幡
地
区
）
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
（
平

田
地
区
）
な
ど
、
開
催
日
の
午
前
中
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

開
催
日
時
と
場
所
、
参
加
人
数
に
つ
い
て

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
地
域
懇
談
会
で
の
意

見
交
換
や
質
問
に
つ
い
て
で
す
が
、
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
説
明
資
料
に
記
載
し
て
あ
る
職
群
別
の

仕
事
の
詳
細
を
教
え
て
欲
し
い
。

回
答

技
術
群
…
各
種
教
師
、
講
師
、
自
動
車
の

運
転
な
ど

技
能
群
…
大
工
仕
事
、
塗
装
仕
事
、
障
子
・

襖
張
り
、
庭
木
の
剪
定
な
ど

事
務
整
理
群
…
賞
状
の
毛
筆
筆
耕
、
調
査

事
務
な
ど

管
理
群
…
駐
車
場
整
理
、
建
物
管
理
な
ど

折
衝
外
交
群
…
販
売
、
集
金
業
務
な
ど

一
般
作
業
群
…
清
掃
作
業
、
除
草
作
業
、

　
長
年
運
転
を
し
て
来
た
皆
さ
ん
で
す
が
、

身
に
付
い
て
し
ま
っ
た
悪・

い・

運
転
習
慣
に

加
え
、
身
体
能
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
視
野
が
狭
く
な
り
、
動
体
視
力
も
落
ち

て
来
て
い
る
。

　
車
や
歩
行
者
が
見
え
て
い
る
よ
う
で
見

え
て
い
ま
せ
ん
。
交
差
点
で
は
首・

を・

左・

右・

に・

大・

き・

く・

振・

り・

、
し・

っ・

か・

り・

確・

認・

し・

ま・

し・

ょ・

う・

。

・
認
知
・
判
断
力
が
低
下
し
て
い
る
。

　
交
差
点
で
は
対
向
車
に
気
を
取
ら
れ
、

横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る
歩
行
者
や
、
並

進
し
て
い
る
自
転
車
な
ど
複
数
の
対
象
物

が
あ
る
場
合
に
状
況
判
断
が
遅
れ
、
事
故

に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
運・

転・

に・

意・

識・

を・

集・

中・

し・

ま・

し・

ょ・

う・

。
だ
ろ
う
運
転

は
禁
物
で
す
。

・
操
作
の
遅
れ
や
誤
操
作
に
注
意
！

　
反
応
力
が
低
下
す
る
と
ブ
レ
ー
キ
操
作

の
遅
れ
や
誤
操
作
が
生
じ
、
危
険
回
避
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
ス
ピ
ー

ド
は
控
え
め
に
、
ブ
レ
ー
キ

は
早
め
に
、
特
に
車・

間・

距・

離・

は・

長・

め・

に・

取・

り・

ま・

し・

ょ・

う・

。

コ
ラ
ム

事
務
局
長
　
髙
　
橋
　
　
　
純

農
作
業
な
ど

サ
ー
ビ
ス
群
…
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
育

児
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど

②
駐
車
場
整
理
に
従
事
し
て
い
る
会
員
向

け
に
講
習
会
を
実
施
し
て
欲
し
い
。

回
答
　
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
観

点
か
ら
も
是
非
実
施
し
た
い
。

③
会
員
名
簿
を
作
成
し
配
付
し
て
欲
し
い
。

回
答
　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
、
会
員
名
簿
の
作
成
・
配

付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
連
絡
先

を
知
り
た
い
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

④
会
員
創
作
展
の
周
知
が
足
り
な
い
の
で

は
な
い
か
。

回
答
　
一
般
市
民
に
も
周
知
す
る
た
め
、

昨
年
度
よ
り
創
作
展
開
催
の
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
、
市
内
コ
ミ
セ
ン
等
に
掲
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市

広
報
等
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
会
報
等

で
も
随
時
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

⑤
年
間
の
行
事
予
定

を
何
ら
か
の
形
で

周
知
し
て
ほ
し
い
。

回
答
　
会
報
等
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
行

き
ま
す
。
ま
た
、
各
種
講
習
会
に
つ
い
て

は
、
市
広
報
や
地
元
新
聞
で
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
懇
談
会
は
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て

も
有
意
義
な
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

地
域
班
と
は
…
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の

お
住
ま
い
の
住
所
を
基
準
と
し
て
、
地
域

班
を
編
成
し
地
域
の
役
員
と
し
て
班
長
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
班
長
が
中
心

と
な
り
、
地
域
懇
談
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
を
開
催
し
た
り
、
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
連
絡
事
項
を
会
員
へ
伝
達
す
る
た
め

の
文
書
や
会
報
な
ど
の
配
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
す
べ
て
の
会
員
が
地
域
班
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
所
属
し
て
い
る
地
域
班

が
不
明
な
方
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
）

月日 地区名 参加人数 会　場

10月24日 松　山 20名 松嶺コミセン

10月26日 八　幡 ９名 やまゆり荘

11月６日 ４・５・６ブロック 14名 琢成コミセン

11月12日 ８ブロック 19名 事務所２階

11月13日 平　田 19名 農村センター

11月16日 ７ブロック 15名 港南コミセン

11月21日 １ブロック 19名 宮野浦コミセン

11月29日 ３ブロック 17名 事務所２階

合計 132名

注：参加人数は事務局を含む

平成30年度 地域懇談会 開催日程

平
成
30
年
度「
地
域
懇
談
会
」の
概
要
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
世
代
の

交
通
事
故
を
防
ご
う
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旧
神
明
坂
、
笏

し
ゃ
く

谷だ
に

石い
し

　
神
明
坂
は
、
北
前
船
が
湊
に

着
き
、
船
か
ら
荷
物
を
背
負
っ

て
運
ぶ
丁

ち
ょ
う

持も
ち

の
苦
労
を
和
ら
げ

る
た
め
に
、
本
間
家
四
代
光
道

に
よ
り
造
ら
れ
た
。
現
在
は
公

園
整
備
の
一
環
と
し
て
立
派
に

な
っ
た
が
、
皇
大
神
社
へ
続
く

道
か
ら
分
か
れ
た
左
側
の
道
は
、

荷
車
が
通
り
摩
耗
し
た
石
段
が

そ
の
ま
ま
残
り
往
時
を
偲
ば
せ

る
。

　
こ
の
神
明
坂
の
石
段
に
福
井

県
の
笏
谷
石
が
多
く
使
わ
れ
て

い
る
。
米
な
ど
を
降
ろ
し
軽
く

な
っ
た
下
り
船
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
た
め
の
綿わ

た

積づ
み

石
と
し
て
積

ん
で
戻
っ
た
。
青
緑
色
で
、
水

に
濡
れ
る
と
青
い
色
が
増
す
。

北
前
船
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
諸
国
の

銘
石
、
珍

石
を
今
で

も
随
所
で

見
る
こ
と

が
出
来
る
。

　（
小
山
）

　

芭
蕉
坂
・
出
町
・

　
　
　
　
　

鶴
岡
街
道

　
酒
田
に
九
泊
し
た
松
尾
芭
蕉
、

日和山公園再発見

「ぶらシルバー」
　貴重な観光資源であり、市民の憩いの場でもある日
和山公園の隠れた見どころを、会報委員会メンバーが
探訪し、ご紹介します。

当
時
四
十
六
歳
な
が
ら
健
脚
だ
っ
た
。
赤
川

は
現
在
黒
森
か
ら
日
本
海
に
注
い
で
い
る
が
、

当
時
は
最
上
川
に
合
流
し
て
い
て
、
鶴
岡
と

酒
田
は
赤
川
を
往
来
す
る
日ひ

通ど
お

し
船
（
今
で

い
え
ば
乗
合
バ
ス
）
で
往
来
し
て
い
た
。

　
鶴
岡
の
内
川
か
ら
赤
川
を
下
っ
て
来
た
芭

蕉
主
従
は
、
元
禄
二
年
旧
六
月
十
三
日
夕
刻

瑞
賢
倉
下
の
桟
橋
か
ら
上
陸
し
た
。
後
年
芭

蕉
坂
と
名
付
け
ら
れ
た
坂
道
を
歩
き
、
金
毘

羅
さ
ん
に
詣
で
た
後
、
出
町
か
ら
伊
東
不
玉

宅
を
目
指
し
た
と
さ
れ
る
。

　
元
禄
以
降
船
場
町
が
栄
え
、
こ
こ
か
ら
秋

田
町
に
至
る
通

り
を
鶴
岡
街
道

と
い
い
、
旅
人

で
賑
わ
っ
た
。

現
地
を
歩
く
と

当
時
の
光
景
が

し
ば
し
目
に
浮

か
ぶ
よ
う
だ
。

（
小
林
）

金
毘
羅
神
社
、
狛
犬
、
蛸
薬
師

　
皇
大
神
社
（
神
明
さ
ん
）
の
敷
地
内
に
あ

る
金
毘
羅
神
社
の
社
殿
前
に
は
構
え
型
の
出

雲
型
狛
犬
が
二
対
鎮
座
し
て
い
る
の
だ
が
、

島
根
県
の
来き

待ま
ち

石い
し

で
出
来
て
い
る
の
で
、風
化

が
激
し
く
残
念
な
が
ら
表
情
は
分
か
ら
な
い
。

　
そ
の
狛
犬
の
側
に
小
さ
な
蛸
薬
師
の
石
塔

が
あ
る
。
こ
れ
は
説
明
さ
れ
な
い
と
分
か
り

に
く
い
。
そ
の
昔
、
瀬
戸
内
海
の
漁
師
の
網

に
掛
か
っ
た
蛸
が
薬
師
様
を
抱
い
て
い
た
の

で
、
喜
ん
だ
漁

師
が
そ
れ
を
大

切
に
祀
っ
た
と

い
う
い
わ
れ
が

あ
る
。

　
い
ず
れ
も
、

西
廻
り
航
路
で

栄
え
た
酒
田
湊
に
北
前
船
に
よ
り
運
ば
れ
て

来
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
繁
栄
ぶ
り
を
物

語
る
貴
重
な
遺
物
で
あ
る
。
　
　
　（
渡
邉
）

路
傍
の
碑

い
し
ぶ
み

　

植
林
碑
、
犬
魂
碑

　
旧
白
崎
医
院
に
向
か
う
道
端
の
一
番
手
前

の
目
立
た
な
い
丸
い
自
然
石
は
「
植
林
碑
」

で
あ
る
。
植
林
と
い
え
ば
本
間
光
丘
翁
な
ど

が
す
ぐ
想
起
さ
れ
る
が
、
実
は
庄
内
の
砂
防

林
は
実
に
多
く
の
有
名
無
名
の
先
人
の
辛
苦

の
結
晶
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
控
え
め
に

刻
ま
れ
た
旧
藤
塚
村
住
民
九
人
が
静
か
に
訴

え
て
い
る
。

　
更
に
歩
を
進
め
る
と
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し

た
四
角
な
石
碑
は
「
犬
魂
碑
」
で
あ
る
。
酒

田
畜
犬
愛
護
協
会
と
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
今

日
で
は
、
誰
が
何
の
目
的
で
建
立
し
た
か
は

不
明
で
あ
る
。
人
間
と
と
も
に
働
い
た
犬
を

供
養
す
る
た

め
に
、
奇
特

者
が
建
立
し

た
の
で
は
な

い
か
と
推
測

し
て
い
る
。

（
佐
藤
）

光こ
う

丘
き
ゅ
う

文
庫
、
光

ひ
か
り
が

丘お
か

神
社
、
官
軍
墓
地

　
酒
田
の
人
な
ら
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
本

間
光
丘
翁
を
祀
っ
た
の
が
光
丘
神
社
で
あ
る
。

そ
の
向
か
い
の
重
厚
な
社
殿
造
り
の
建
物
が

特
徴
的
な
光
丘
文
庫
は
、
か
つ
て
小
中
高
生

の
勉
強
の
場
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
戊
辰
戦
争
後
一
年
間
酒

田
に
駐
留
し
た
官
軍
兵
士
の
墓
所
が
神
社
の

裏
に
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

肥
州
蓮
池
藩
（
佐
賀
県
）
四
人
、
雲
州
松
江

藩
（
島
根
県
）
四
人
。
敵
軍
で
あ
っ
て
も
酒

田
で
病
没
し
た
八
人
を
手
厚
く
葬
っ
た
日
枝

神
社
社
司
齋
藤
清
澄
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、

台
町
側
か
ら

日
枝
神
社
に

向
か
う
参
道

の
途
中
に
あ

る
灯
篭
の
上

に
不
思
議
な

鳥
（

鳩
？
）

が
乗
っ
て
い

る
の
だ
が
、

光
丘
文
庫
な

ど
に
問
い
合

わ
せ
て
も
そ

の
由
緒
は
分

か
ら
な
い
と

の
こ
と
。

（
三
丁
目
）

旧神明坂

芭蕉坂

蛸薬師植林碑

官軍墓地石燈籠の鳩
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そ
の
一
　
そ
も
そ
も
丁
持
と
は

　

江
戸
時
代
に
西
廻
り
航
路
開
設
後
の
酒
田
湊

に
は
、
年
間
３
千
隻
の
船
が
入
港
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
繁
盛
の
陰
に
は
米
を
主
と

す
る
積
み
荷
の
荷
役
に
汗
を
流
し
た
丁
持
の
存

在
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ク
レ
ー
ン
も

ト
ラ
ッ
ク
も
な
い
す
べ
て
人
力
の
時
代
で
あ
る
。

こ
の
苦
労
を
見
か
ね
た
本
間
家
が
、
私
財
を
投

じ
て
旧
神
明
坂
を
造
っ
た
所
以
で
も
あ
る
。

そ
の
二
　
酒
田
相
撲
の
雄

　

当
セ
ン
タ

ー
隣
の
正
徳

寺
に
月つ
き

見み

崎ざ
き

権ご
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

と
彫

ら
れ
た
立
派

な
石
碑
が
あ

る
が
、
こ
の
人
こ
そ
幕
末
に
草
相
撲
の
横
綱
と

し
て
活
躍
し
、
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
人
で
あ
っ

た
。
荘
内
日
報
社
、
郷
土
の
先
人
・
先
覚
に
よ

る
と
〈
幕
末
の
こ
ろ
、
平
田
町
田
沢
に
生
ま
れ

る
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
力
が
強
か
っ
た
の
で
、

十
四
、
十
五
歳
こ
ろ
、
酒
田
の
廻
船
問
屋
に
丁

持
と
し
て
奉
公
す
る
。
丁
持
仲
間
を
主
と
す
る

草
相
撲
界
に
入
り
、
め
き
め
き
と
頭
角
を
現
し
、

花
形
力
士
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。
晩
年
は

高
野
浜
に
遊
郭
を
営
む
ほ
か
、
人
入
れ
稼
業
を

し
、
子
分
二
〇
〇
人
と
称
さ
れ
た
。
〉
と
あ
る
。

そ
の
三
　
女お
ん
な

丁
持

　

山
居
倉
庫
に
併

設
さ
れ
て
い
る
庄

内
米
歴
史
資
料
館

に
、
米
俵
を
背
負

っ
た
女
性
の
人
形

が
展
示
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
が
女
お
ん
な

丁
持
と
言
わ
れ
た

力
持
ち
女
性
で
あ

る
。
一
人
で
一
俵
四
斗
（
六
〇
㎏
）
の
米
俵
を

忙
し
い
時
は
、
一
度
に
二
、
三
俵
も
担
っ
た
と

い
う
か
ら
驚
く
。
論
よ
り
証
拠
、
Ｊ
Ａ
全
農
山

形
よ
り
お
借
り
し
た
写
真
を
見
て
く
だ
さ
い
。

今
も
昔
も
女
性
は
強
か
っ
た
。

※
五
ペ
ー
ジ
日
和
山
公
園
再
発
見
に
ち
な
み
「
丁

持
」
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ
取
り
上
げ
て
み
ま
し

た
。

丁ち
ょ
う

持も
ち 

三
題
噺

■平成30年度　第６回理事会
（平成30年12月21日開催）

第16号議案　新入会員の承認について

　９名の方々の入会が承認され、12月21日現在の会

員数は男性422名、女性300名、合計722名となりま

した。

第17号議案　職員就業規則の一部改正について

　原案どおり可決承認されました。

第18号議案　未収金管理要綱の一部改正について

　原案どおり可決承認されました。

第19号議案　職員給与規定の一部改正について

　原案どおり可決承認されました。

理 事 会 報 告

安
全
委
員
会
だ
よ
り

安
全
就
業
委
員
会
事
務
局

五
十
嵐
　
千
恵

　
当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
30
年
度
事
故
発
生

件
数
は
、
五
月
に
発
生
し
た
公
園
内
草
刈

り
作
業
中
の
飛
び
石
に
よ
る
物
損
事
故
一

件
（
団
体
賠
償
責
任
保
険
対
応
）
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
対
応
と
し
て
、

酒
田
市
土
木
課
の
協
力
の
も
と
、
定
期
的

な
機
械
操
作
等
の
研
修
会
を
開
催
し
、
会

員
の
ス
キ
ル
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
就
業
委
員
に
よ
る
就
業
現

場
へ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
、
事
故
の
起
き
や

す
い
外
仕
事
の
職
種
を
中
心
に
五
回
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
主
な
チ
ェ
ッ
ク
項
目
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
保
護
具
の
着
用
状
況
と
、

夏
場
の
熱
中
症
予
防
で
す
。
概
ね
良
好
な

状
況
で
し
た
が
、
一
部
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

機
械
刈
り
除
草
時
の
保
護
メ
ガ
ネ
の
未
着

用
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。「
自
分
の
安

全
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
な
お
、
最
近
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
報
道
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
加
害
者
、
被
害
者
と

も
に
高
齢
者
と
い
う
交
通
事
故
が
県
内
で

も
多
発
し
て
い
ま
す
。
決
し
て
他
人
事
で

な
い
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
会
員
の
安
全
意
識
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
今
何
か
と

話
題
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
実
際
の

映
像
を
用
い
た
、
交
通
事
故
防
止
に
特
化
し
た

「
危
険
予
知
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
是
非
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
開
催

要
領
は
七
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
　

月見崎権三郎頌徳碑

女丁持

第93号　　平成31年２月15日 シ ル バ ー 酒 田 ⑹



　
今
か
ら
三
十
年
前

の
話
、
小
湊
埠
頭
に

大
勢
の
人
が
い
た
。

観
た
ら
大お
お

羽ば

鰯
い
わ
し

交
じ

り
で
、
鯖さ
ば

を
釣
っ
て
い
る
。
私
も
早
速
道

具
を
買
い
に
走
っ
た
。
獲
物
は
湾
内
を
回

遊
し
て
い
る
。
待
っ
て
釣
る
と
入
れ
食
い
、

し
か
も
サ
イ
ズ
が
大
き
い
。
サ
ビ
キ
針
、

竿
を
上
下
し
な
が
ら
引
っ
掛
け
る
作
法
で

あ
る
。

　
ま
た
、
五
月
中
旬
、
友
人
と
赤
灯
台
の

あ
る
南
防
波
堤
を
三
十
五
分
位
歩
き
、
海

側
に
竿
糸
を
下
ろ
し
て
鯵あ
じ

を
ク
ー
ラ
ー
ボ

ッ
ク
ス
一
杯
釣
り
帰
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

一
人
で
行
く
時
も
あ
っ
た
が
、
朝
ま
で
釣

る
。

　
鱚き
す

釣
り
は
北
港
か
ら
宮
海
、
砂
浜
方
面

の
近
い
場
所
が
狙
い
目
。
餌
は
ジ
ャ
リ
メ

か
青
イ
ソ
メ
を
遠
投
し
て
リ
ー
ル
を
巻
く
。

竿
の
先
が
引
き
感
触
が
何
と
も
言
え
な
い
。

気
分
転
換
に
も
な
る
の
で
、
今
で
も
天
候
、

波
の
状
況
と
合
間
を
み
て
楽
し
ん
で
い
る
。

　
私
は
、
四
年
前
か

ら
老
健
施
設
で
洗
濯

の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
最
初
は
そ
ん
な

に
難
し
く
は
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
一
〇
〇
人
近
く
の
利
用
者
様
の

衣
類
の
名
前
や
汚
れ
を
確
認
す
る
こ
と
、

そ
れ
に
キ
チ
ン
と
た
た
む
こ
と
等
、
結
構

大
変
な
こ
と
な
の
で
す
。
大
ざ
っ
ぱ
な
私

は
、
頭
の
中
が
困
惑
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
段
取
り
を
考
え
な
が
ら
、
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
で
は
、
利
用
者
様

や
職
員
の
皆
さ
ん
と
の
会
話
も
楽
し
み
な

が
ら
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
月
曜
日
の
午
後
に
は
、
一
時
間
趣
味
の

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
曲

に
合
わ
せ
、
頭
の
中
で
手
、
足
、
腰
の
動

き
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
体
を
動
か
し
、
九
人

の
仲
間
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
い

つ
か
は
軽
や
か
に
踊・

れ・

る・

こ
と
を
願
っ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

若
浜
町太

田
　
直
志

南
新
屋
敷斎

藤
喜
美
子

釣
り
の
楽
し
さ
と

思
い
出

60
歳
か
ら
の
前
進

随感

十
四
、
十
五
歳
こ
ろ
、
酒
田
の
廻
船
問
屋
に
丁

持
と
し
て
奉
公
す
る
。
丁
持
仲
間
を
主
と
す
る

草
相
撲
界
に
入
り
、
め
き
め
き
と
頭
角
を
現
し
、

花
形
力
士
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。
晩
年
は

高
野
浜
に
遊
郭
を
営
む
ほ
か
、
人
入
れ
稼
業
を

し
、
子
分
二
〇
〇
人
と
称
さ
れ
た
。
〉
と
あ
る
。

そ
の
三
　
女お
ん
な

丁
持

　

山
居
倉
庫
に
併

設
さ
れ
て
い
る
庄

内
米
歴
史
資
料
館

に
、
米
俵
を
背
負

っ
た
女
性
の
人
形

が
展
示
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
が
女
お
ん
な

丁
持
と
言
わ
れ
た

力
持
ち
女
性
で
あ

る
。
一
人
で
一
俵
四
斗
（
六
〇
㎏
）
の
米
俵
を

忙
し
い
時
は
、
一
度
に
二
、
三
俵
も
担
っ
た
と

い
う
か
ら
驚
く
。
論
よ
り
証
拠
、
Ｊ
Ａ
全
農
山

形
よ
り
お
借
り
し
た
写
真
を
見
て
く
だ
さ
い
。

今
も
昔
も
女
性
は
強
か
っ
た
。

※
五
ペ
ー
ジ
日
和
山
公
園
再
発
見
に
ち
な
み
「
丁

持
」
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ
取
り
上
げ
て
み
ま
し

た
。

１．日時　平成31年3月19日㈫　午後1時30分～3時
２．会場　酒田市民会館　希望ホール「小ホール」
　　　　　酒田市本町二丁目２番１０号
３．講師　一般社団法人 日本自動車連盟（ＪＡＦ）山形支部
　　　　　事業係長　柏倉　保 氏
４．内容　「実際の事故映像で危険予知を学ぶ」
５．申込　聴講ご希望の方は3月15日㈮まで電話にてお申し込み
　　　　　下さい。事務局　☎２２－３３４４
　　※知人などお誘い合わせの時は、申し込みの際その旨お伝え下さい。

池
田
　
俊
雄
さ
ん
　（
七
十
二
歳
）30
年
11
月

大
井
　
政
治
さ
ん
　（
七
十
七
歳
）31
年
1
月

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
　
報

１．日時　平成31年４月17日㈬
　　　　　午後１時30分～午後２時30分
２．会場　当センター　多目的ホール
３．内容　花粉交配について（初心者向け）
４．講師　刈屋梨出荷組合組合長
　　　　　土井　孝之 氏

健診を受けよう
元気に働くための基本は健康です。
自分のため、家族のためにも健診
を受けましょう。
※ただし、健診で早期発見、治療を行えばそ

の病気で死亡する危険性は減少するが、必
ず長生き出来るとは限らないそうです。日
頃から頭を使い、腹八分、適度な運動を心
掛けましょう。
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平
成
と
い
う
元
号
が
、
今
年
の
四
月
三

十
日
で
終
わ
る
と
い
う
こ
と
が
、
昨
年
か

ら
色
々
な
と
こ
ろ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
◆
会
報
「
シ
ル
バ
ー
酒
田
」
も
今

回
の
第
九
十
三
号
を
も
っ
て
平
成
は
終
わ

り
、
次
回
の
第
九
十
四
号
か
ら
は
新
し
い

元
号
に
な
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

シ
ル
バ
ー
会
員
は
皆
昭
和
生
ま
れ
で
、
平

成
生
ま
れ
の
人
は
お
り
ま
せ
ん
◆
新
し
い

元
号
は
、
今
ま
で
天
皇
陛
下
の
崩
御
に

よ
り
決
ま
り
、
即
日
施
行
と
い
う
忙
し
い

も
の
で
し
た
。
平
成
と
発
表
さ
れ
た
と
き
、

世
の
中
が
何
と
な
く
あ
わ
た
だ
し
か
っ
た

事
が
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
◆

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
一
か
月
前
に
は
発

表
さ
れ
る
と
い
う
、
五
月
一
日
か
ら
の
新

し
い
元
号
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
今
か
ら

楽
し
み
で
す
◆
平
成
と
い
う
時
代
が
皆
様

に
と
っ
て
良
い
時
代
だ
っ
た
の
か
、
そ
う

で
も
な
か
っ
た
の
か
、
改
め
て
振
り
返
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
小
山
）

　
編
集
後
記

みんながんばった!!
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介護補助講習会1/16
旧白崎医院消防訓練 1/25

チェーンソー講習会 11/24

何が当たるかな？

亥年生まれです

森とみどりのフェスティバル 10/28

平均年齢？歳

久し振りだの

亀ケ崎公園清掃 12/14

互
助
会
新
年
会 

１
／
12

妙法寺公園枝払い 10/11

2018+α

第93号　　平成31年２月15日 シ ル バ ー 酒 田 ⑻


